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「基本高水ピーク流量の分担」に関する協議の進め方（整理） 
 
１ 進め方の概要（基本的な考え方） 

基本高水ピーク流量の分担について、「河道対策（河川改修）」、「流域対策」、「貯留施

設」の順に検討し、概ね、次の手順で分担流量を決定する。 
① 各対策の具体案を設定 
② 具体案を評価し、絞り込みのうえ、採用の可否、効果量を決定 
③ 分担流量の精査、調整（担保性等の検討）のうえ、決定 
＊ なお、河川整備計画については、基本高水の分担決定後、整備目標水準にあわせ、具

体的対策を設定する。 
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２ 各対策の検討方向 

項 目 内 容（検討方向） 備  考 
①河道対策 現在検討している河道流量で仮置き 精査までの当面の対

応 
②流域対策 １１対策の具体案を設定し、評価のうえ、採用の可

否、効果量を検討 
 

③貯留施設 遊水地、ダムの具体案を設定し、評価のうえ、採用

の可否、効果量を検討 
 

 
３ 各対策の評価 

評価項目 内    容 備  考 
有効性 効果量  
経済性 事業費  
技術的観点 対応可能性  

環境適合性 自然環境・社会環境への影響  
実現性 利害関係者、運用・管理を含めた実現性、費用負担  
箇所数、面積 対象の選定条件  
その他   
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流域対策の検討手順（個別対策案の課題整理表に基づく）
　①最大限見込める流出抑制の効果量の試算と検証
　②対策案実施の可能性の検討（技術的側面、社会的側面、コスト等）
　③実施が可能となった場合の管理運営主体と運用方法の検討

第11回総合治水ワーキングチーム会議(H17.11.15)の
協議結果（流域対策の検討）

※貯留施設については、各貯留施設の比
較（優先度、組合せ等）も重要

流域対策の目標設定(数値化）の考え方  （参考）（案）

流域対策
・森林（数値化困難）
・水田
・ため池（嵩上げ、市街地水位下げ）
・公園
・学校
・防災調整池
・各戸貯留（浸透、貯留）
・その他（土地利用転換、大雨対応啓発）

流域対策施設等

河川対策
（流域対策と併せて検討している貯留施設）

・利水ダム等の既設ダムの有効活用
・遊水地（湛水地域）
・遊水地（公共施設・都市施設）
・遊水地（河川施設）
・（新規ダム）

おもに
大規模施設

おもに
小規模分
散型施設

可能量の評価
評価項目１　効果量
ある一定の仮定のもとで効果量を試算
（最大値は試算済み）

評価項目２　経済性
効果量と事業費の関係

評価項目３　技術的観点
技術的課題への対応可能性

評価項目４　自然環境・社会環境への影響
自然環境・社会環境への影響（定性的）

評価項目５　実現性
利害関係者、運用・管理を含めた実現性

評価項目６　箇所数、面積
対象とする施設数、面積等の選定条件

評価項目７　その他
その他必要な評価項目

　
目標設定（数値化）

（基本方針及び整備計画）

分　類
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